








点，は直線に関して同じ側にある。

上に点をとり，，からの距離の和

が最小になるようにしたい。

点の位置をどこにとればよいか。
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

 に関してと対称な点を とする。と

を結ぶ線分ととの交点をとすると，が

求める位置である。

 上にと異なる任意の点をとると，は

線分の垂直二等分線であるから

 ，

よって 

……①

また  ……②

△ において  

であるから，①，②により



ゆえに，求める点の位置はである。
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

定直線上と，その上にない定点，が図の

ように直線に関して同じ側にあるように与えら

れている。直線上に点，を図のように，

一定となるようにとり，を

最小にするには，，をそれぞれどのような位置に

とればよいか。

２



 点をの方向に直線に平行にの長さだけ移動した点をとし，点

の直線に関する対称点をとする。との交点を  とし，上

に点  をの方向に   となるようにとる。この  ，  をそれぞれ，

としてとればよい。
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点をの方向に直線に平行にの長さだけ

移動した点をとし，点の直線に関する対

称点をとする。との交点を  とし，

上に点  をの方向に   となるように

とる。……

このとき  となるから

 

 

     

       

すなわち        

等号は，と  ，と  が一致するとき成り立ち，このときは最小



になる。

よって，上の の  ，  をそれぞれ，としてとればよい。

定点，，，，，と平面上に動点がある。このとき，の最小３

値を求めよ。

 









平面

平面に関して，点と対称な点をとすると

 ，， 

は平面上にあるから 

ゆえに 

が最小となるのは，点，，が一直線

上にあるときである。

よって，求める最小値は線分の長さに等しく

    
   

   
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